
多様なスピーカーのライフストーリーを座談会形式でう
かがいながら、日本語教育が在留外国人の方たちにどの
ようなかかわり方ができるのかを参加の皆さんと考えま
す。

■お問合せ先

1. さまざまな在留資格の方との座談会
5名のスピーカーとファシリテーターとの座談会形式で日本語
学習や日本語教育、日本社会との接触に何を感じたのかを詳
しくお聞きします。（在留資格は来日時のもの）

平井辰也 氏
（EPA看護師介護福祉士ネットワーク）

2026年6月28日(日)

南山大学 R棟 R56教室(名古屋市昭和区山里町18)
※オンラインでの開催はございません。
※駐車場はございませんので、公共機関でお越しください。

定員：40名 定員になり次第、受付終了

日本語教員、日本語教員養成課程在籍者、養成課程指導者、
そのほか支援者や関心のある一般の方

申込み先： https://forms.gle/k8gd8Arc5RvhQLj27

6月18日（木）

無料

主催

文部科学省委託事業日本語教師養成・研修推
進拠点整備事業 中部事務局（南山大学）

日本語教師養成・研修推進拠点整備事業
中部事務局（南山大学）

●アクセス

• 地下鉄鶴舞線
「いりなか」駅
1番出口より徒歩約15分

• 地下鉄名城線
「八事日赤」駅より
徒歩約8分

13時00分～17時00分（12時30分より開場・受付）

QRコード

開催日時

会場

定員

対象

申込み先

申込み締切

参加費

総合ファシリテーター

プログラム

（１）特定活動：EPA看護師候補者（ベトナム）
（２）定住者：日系人（ブラジル）
（３）興行（フィリピン）
（４）技能実習（インドネシア）
（５）技能（ネパール）

2. グループにわかれての意見交換
前半はグループ内で座談会の内容の振り返り、気になる点
の共有や、自由な意見交換を行います。後半はスピーカー
から日本語教育関係者に対する質問を基にそれぞれのグ
ループごとに課題を探し意見交換をし、意見をまとめる
ワークをします。

3. まとめ
グループごとの意見を貼り出し、回遊式に議論していきます。

E-mail :jltc-chubu@nanzan-u.ac.jp
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